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SOキ ー

颯 皇認 し孝
角度板と

)

受光部ヘッド

(270・ 回転します)

液晶表示部 (右図参照)

測光スイッチ

電源スイッチ (上 ON下 OFF)

アップダウンスイッチ

モー ド切換スイッチ

①電源スインチをONし
たときbcの文・卜が

表示されます

②測定F値の整数イ1が

表示されます

定常光(10～ 90)

ストロボ光(14～ 90)

③測定 EV値の整数項

表示 (-6-25)
④ Eu、 Eoのエラーノモ

示がされます。

洪1定 F値のデジ

タフレ書
`が

ドット

で表示されます

モー ド表示

① ■ コードレス測定

② □ cコ ードォ妄統製1定

③ C′、一ビーコマ数が

表示されます

l ①lL鴻 tス インチONに したとき|

1 電池容 htの 表4tがされます
|

|(. _ 」
・:'1)  |

②測定Flれ、EVl貞 の/1ヽ 数項

| が表示されます    |
|に lll D～ J中色①O)|

ISOキ ー とア ップダウ

ンスイッチの操作によ

リフイル′、感度が表′Jt

されます

(IS 03～ 8000)

アップダウンスイツチの

操イ1:に より設定タイ′、が

表示されます
〇定常光

30m～ 1/8000s

mはう) sは 不少

m sな しで1/n秒 表at

Oムービーコマ数は1/8000s

のあとに816182432
64128と 表′」ヽさオ■ます

oス トロボ光

ls～ 1/500s

F/EVキ ー

シンクロ

ターミナル

⑫ ストラップll卜 け

F/EVキーの操作によ

リロ又は[ヨ が表4t

されます

iS°
]]」θ

L星恥T」ニ
● |● lol● |● |

8 11 162232

〇白色平板

“

ゆ光角度板
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― く測定方式〉〈ァ月 拳ツント〉微 測定光〉 くモード〉 この露出計は、受光部アタッチメント交換方式です。測定目的に応じて

各付属品を取 りつけ、液品表示部③の読み易い方向で測定してください。

受光部アタッチメントの取りつけ方

1受光部ヘッド②の凸部に光地 等アタッチメントの凸部を合わせては
め込みます。

2ア タツチメントを時計方向に回転させるとクリックでセットされます。

反射光推 しょう範囲

格 納位 置

入射光推 しよう範囲

(上 か ら見 た図 )

入射光式測定

●この方法は被写体に11る 明るさを直接測る方法で、被写体のバックの

影響を受けずに被写体に対して平均的な露出を求めるときに適しています。

ポー トレー ト、その他立体的な被写体を撮影するときに用います。

●スタジオ等で人 li光 (ス トロボ、写真電

球等)で撮影するときは、かならず被写

体位置に露出計をlD・ き、光球をカメラ

の光軸方向に向けて測定 してください。

鶉 マ
ス トロポ光 定 常 光

コー ドレス測定

ロ
コー ド接続測定

И n 轟 ℃|ム lビ
ー

電源スイッチをON
すると

bc文 字 と電池容量 (bc」・:亀
)を 表示 し、 その後測定モー

ドが表示 され ます。

モー ド切換スイッチ

をスライドさせると |

各モー ドが表示部に表示 さ ます

lSOキ ーを押したま

まアップ・ダゥンス

イッチを押すと

S03～ 8000ま での フ ィル ム感度 がセ ッ トで き ます。

アップ・ ダウンスイ

ッチを押す と

Is-1/500秒 までのタイムがセットできま

す。

30分 ～ /8000秒 まで

の タイム と8 618
243264128の ムー

ビー コマ数がセ ッ ト

で きます。

F/EVキ ーを押すと 口←→ [団 の切換え
ができます。

測光スイッチを押す
と

ロ マークが点滅 して

測定準備がされます。

その後 ス トロポ を発

光 させ ると測光 され

ます。

コー ドで接続 したス

トロポ を発光 させ、

その時の明 るさが測

光 され ます。

その時の明 るさが明

るさの変化 に追従 し

て測定 され ます。



白色平板⑬を用いて

人 I:光 で多灯 ライテングす るときの l:光源、

定 して照 |り lコ ン トラストをlJ村 整す るときや、

るときに用います。

■ 鵬燻.『1)ポ1霊?鷲
て測定 し、 そのときのりlる さをl:売 みと

ります。

及び補助 光源の |り |る さを測

照度 (P19参 照)を 測定す

反射光式測定

この方法は被写体からの反身1光 (輝度)を測定する方法です。人身1光式

では、測定困難な発光体や透過光の測定及び被写体輝度の相共1比 (被写

体コントラスト)を 測るときに用います。

■
■
■
■
■
■
■2次に被写体ft置で「l色 14板 を補助光源

に向けて測定します。

(こ のときは 1:光

'場

(を 消してください)

31:光源 と補助光源の測定lri差 ょリコン

トラスト1ヒ を求めます。

●定常光モー ドのときは EV値で測定す

ると便利です。

(例 )1:光源 EV 12 FS' 補助光源で

EV 10 ・ゞI の場合
~      1  5

124-105=1 9EV′ | コントラスト1ヒ は糸勺4 1と なります。

り求めると便利で●F値で測定の場合はドット表at部のドット数の差よ

す。

(例 )l:光源 口 ′6」・ _補助光源 □ gJ」・・
_の場合

lolo日 ol● lololo  …… …補助光源の とき

lol● |● |● |● |● |● ■●lo  ~ii光 源の とき

1 14 2 28 4 56 8 11 162232456490

卜 J 2絞 り差のため、コントラスト比は
4:1と なります。

1露出の決定は、 l:光源 と補助光源を点灯した球を使用して測定します。

●カメライ立置、 またはカメラ方|:可 から被

写体の測定 したい部分に光角度板を11:

しく向けて測定 してください。

●カメラ位置で測定すると被写体 /rt体の

141/NJ測 定になります。

●部分測定するときは、できるだけ被写

体の i:要部分に近ずいて測定してくだ

さい。

(露 出計等の影が測定部分に人らないよ

●このビューフアインダーをつけて測定

すると、カメラ位置で被写体の i:要部

分をファインダーで確認しながら測定

できます。

●′そ光角は5° と狭いので、被写体のコン

トラスト等を測定するとき便利です。

詳しくはビューファインダー5° L328
VFの説|り I FFを ご覧 ドさい。

測定値の差 コン トラス ト比

1/ 3

2 4

3

4

5
うにおii′意して くオごさにヽ)

ビューファインダー5° L… 328VFを用いて



|

I
セコニックスタンダードリフレクター(標準反射板)男 u売

●反射光式の露出計で被写体の平
“
」値を

測定するのに便利です。

サイズ :69× 117mm

準備

電池は単Ⅲ乾電池(LR 6又 はR6)1 5Vl本 を使用します。

l電池ふた①の円rl部 に指をかけ押しな
がら矢印の方向に引いてはずします。

2電池の①Oを電池ケース内の表示に合
せて○側を先に入れ○側に指で押すよ

うにして挿入します。

3電池ふたを本体に合せ、スライドさせ

て取 りつけます。

4電源スイッチ⑤を 11側 に押してONす
ると液品表示部③にbc文字と電池容

量が表示され、そのあと測定モードに

切換ります。

|]12[iliЛ歳ヤ:[lil
50Nの状態で放置しますとオートォフ

機能が働き約4分後に自動的に液品表

示が消えます。

☆オー トオフ後 l年度使用するとき、及び電源スイッチをON・ OFF・ ON
と操作するときは、OFFで 2秒ほどおいて次にONし てください。

☆充電式電池(KR― AA)は使用できません。
☆電池を入れるとき電池の接点の汚オ■をよ́いてください。
☆電池の取 り外しは①側に指先をかけて○側に押すようにして取外して

ください。○側より外すと接片をいためること力'あ
ります。

L[」
。:亀

iS°
l]θ

□
un _.J IP5

10



☆電圧が低 下した電池は、一時的にbc表示がされても、異常な表示を

すること力`あります。 このようなときは新 しい電池 と取 リカヽえてくだ

さい。

☆測光中、液品表示部に表示された文字全部が点滅することが有 ります。

このときは電池の容量不足ですので新 しい電池 と取 りかえてください。

測定モードはストロボ光のコー ドレス測定、コード接続測定および定常

光測定 (F値、EV値 )のモードがあります。測定モー ドに応 じて切 り換

えて ください。

モー ド   表示マーク  モー ド
切 換 ス イ ッチ

●モード切換スイッチ⑦を各測定モードに合せてセットします。

●測定モードが液品表示部③に表示されます。

●モード切換スイッチは電源ON、 OFFに 関係なく切 り換えができます。

定常光測定モードで、F値、EV値の測定モードがあります。

●F/EVキー⑨を押すと口 ←→□団モード表示が交互に切 り換えできま

す。

●EV値測定モー ドで電源スイッチOFFま たは、オー トォフ後再度ONの

ときおよびモード切換スイッチを切換えた場合は、全てF値測定モー

ドになります。

■

■

■
∃上『鶴」定 ■ 1■目~

曇F高ど祗筍篭
ブわИ cllロロEEヨー

■―■1園ヨー

液晶表示部

口         IS° lu・コロ
un _・ 」IPS

厖日c       !S° Funa

口
un _.」 IF5

●電源スイッチ⑤ONの状態でISOキ ー③

を押 したままアップダウンスイッチ⑥

の操作でフイルム感度を変換 します。

(IS03～ 8000)

(例 )右の下図は、上図よりISOキ ーを押 し

たままアップダウンスイッチの▲側を

6回押 して変換 した図です。

●IS Oキ ーを押 したまま、アッフ
゜
ダウン

スイッチの▲、または▼側を 1秒以 L

押すと、押 している間ISOの数値が連

続変換されます。

●設置されたISOの数値は、電源スイッ

チをOFFに しても電池が有効な間メモ

口         iS° F『」
□

n _・
」 IF5

■
■
■

定 常 光・F値測 定
■

:S° イun」□
un _・ F′F5

lS°
l」J

lS° ′θθ
■ n
U

定常光・EV値測定

|

ID_

12



ソーされています。

●設定されたISOの 数値は、モー ド切 り

換えを行っても変換されません。

測定

測定の方法
●電源スイッチ⑤ONの状態でアップダウ

ンスイッチ⑥の▲または▼側を押 して

設定したいタイム(シ ャッター速度)に

合せます。

(例 )右の中図は、上図よリアップダウンス

イッチの▼ (ダ ウン)側 を2度押 して変

換 した図です。

●アツプ 。ダウンスイッチの▲、または

▼側を1秒以上押すと、押 している間

タイムは連続変換されます。

日  ・1をi!::i獅
蒼型:手 Iど」魔:

●タイム設定できる数値

ストロボ光測定モード(口 、口 c):
1～ 1/500秒

定常光測定モー ド:30分 ～1/8000秒

定常光ムービコマ数 :

И         :S° イ]」

口
」_・ F IF5

■         :S° イun」

□
un _ 」ョun

C
:S° イ]」

un_・ Fリ

l測定の準備にしたがって測定できる状

態にセットします。 (P10～ P13)

2測光スイッチ④を押すJロマークが点
滅 し、測光待機状態になります。

3ス トロボを発光させると自動的に測定

し、そのときの明るさが、F値で表示

されます。

1再度、測定するときは、測光スイッチ

を押して測定値を」にしИマークの点
滅をさせてください。

ЭИ マークの点滅は、測光スイッチを押

す と約90秒間持続されます。

ロ マークが点滅 していないと測定はで

きません。

●F(絞 り)値表示範囲はFl.4～ 90J・
1't

までです。

●測定値は、デジタル部 F値表示 ととも

にドット表示がされます。なおドット

表示は、%P05← %、 %→ 0← %の
様に表示 します。

●測定範囲を外れた場合は、Eu(ァ ンダ

ーエラー)、 E.o(ォ ーバーエラー)が表

示されます。

口         iS° ′」J

」 _・ J5JU _・ _口 U

)■(        !S° ′」θ

口
」 _ J5un

И         IS° lun」

a謄"F5」

■

■

1/8000秒のあとに81618243264128がセットされています。

(シ ヤッター開角度180° の場合)

●設定 したタイムは、電源スイッチOFFで も電池が有効な間は各々メモ

リーされています。



iSO変換による測定後の演算について

●測定後、ISOの 変換により測定値の演

算ができます。

(例 )IS0 100→ 400

Fl直 8.OJt:'_→ 16J・
:・

_

の様に演算されます。

●ストロボ光・ コー ド接続モードでも同じように演算ができます。

●手 もとの操作でストロボを発光させて測定 したいときや、コードレス

ではストロボを発光させても露出計が感 じないときは、露出計 とスト
ロボをシンクロコー ドで接続 して測定 します。

口         :S° 1」J
口
拓J・」5J

☆測定後のタイム演算はできません。タイ

0に なります。

☆タイムを設定するときは、使用するカメ

必要です。

ムを変換すると測定値は消え

ラの同調範囲内であることが

測定の方法

1測定の準備にしたがってコー ド接続測

定できる状態にセットします。

〈P10～ P13参照)

2シ ンクロコー ドを露出計のシンクロタ

ー ミナルに取 りつけ、ストロボと接続

します。

|}測光スイッチ④を押す とストロボが発

光 し、そのときの明るさがF値で表示

されます。

1再度測定するときは、そのまま測光ス

イッチをオ甲してくナごさにヽ。制7し いFfl●

が表示されます。

☆シンクロター ミナルにシンクロコー ド

を接続するとき、また電源スイッチを

OFFか らONに するとき、 ストロボに

よっては発光するときがあ りますので、

ご注意 ください。

☆シンクロコー ドを使用して測定する場

合、ストロボによっては発光 しないこ

とがあります。(極端にトソガ電圧を低

くしているストロボなど)こ の場合は

「コー ドレス浪1定 」で測定 してください。

厖ヨc       lS° l]θ

口
月
 _.」 lF5

|

☆日中シンクロなど、コー ドレス測定モー ドでは周囲の明るさによって

測光できない場合があります。このようなときは、コー ド接続測定モ

ードにしてシンクロコー ドを接続 して測定してください。

☆ラビット型螢光灯や特殊な照明下では、ストロボを発光 しないのに動

作することがあります。このようなときは、コー ド接続測定モー ドに

してシンクロコー ドを接続 して測定してください。

厖日c       lS° ′
『 θ

口
 15」・・」F IF5

厖日c       iS° lung

ロ

i5=・ 」IP5

■

■



☆タイ′、設定するときは、使サilす るカメ

ラの同調範 ljll内 であることが必要です。

☆測定後のタイム演算はできません。タ

イム変換すると測定lЁ は消え0に なり

ます。

フラシュバルブの測定

M級およびFP級のフラシュバルブの漑1定 はコード接続モードで測定する

ことができます。

1測定準備にしたがってコー ド接続測定

できる状態にセットします。

(P10～ P13参照)

2シ ンクロコードを露出「卜のシンクロタ

ー ミナル⑩にとりつけ、フラシュガン

と接続 します。

測光スイッチ④を押す とフラシュバル

ブが発光し、そのときの明るさがF値

で表示されます。

厖ac       lSO l]θ

un _・ F15

厖日c       lS° l」J
□
a島 .」 15

測定の方法

1濃 1定 の準備にしたがって、測定できる

状態にセットします。(P10～ P13参照)

2測光スイッチ④を押す と、 そのときの

明るさがF値表示されます。
●定常光モードでは、測光スイッチON状
態では変動する明るさを連続測光してい

ますので、測光スイッチを離した(OFF)
ときのF値が表示ロックされます。

●F(絞 り)値表示範囲はF10～ F90F・ :≒

までです。

●測定値は、デジタル部 F値表示 ととも
にドット表示がされます。なおドット

表示は、%→05← %、 %→ 0←%の
様に表示 します。

●測定範囲をはずれた場合はF値表示部
に Eu(ァ ンダーエラー)、 E。 (ォ ーバ

ーエラー)の表示がされます。

F―EVの切換について

●VEVキー⑨を押すと、測定の前後に
関係なくF値表示 とEV値の表示が交

互に変わります。

●電源スイッチ⑤ OFF又 はオートォフ後、

再度 ONす ると全てF値表示になりま

す。

● EV値表示の場合はドット表示はされ

ません。

lS°
l.● θ

□
月
 _.」 IP5

!S°
lun」

2
ロ

・_IF5

:S°
l.・コ

15」・J5un☆コードレス測定、および定常光モー ドでは測定できません。

☆タイムは光以 ドに設定 してください。

(M級バルブ%～ え、FP級で%～ lS)

☆撮影するとき、カメラのシンクロ接点はX接点にしてください。

☆シンクロター ミナルにシンクロコー ドを取 りつけたとき、フラシュバ

ルブが76光する場会があ りますので、シンクロコー ドを取 りつけた後

フラシュバルブをフラシュガンに取 りつけてくださtヽ 。

■
■

lS° ′unθ

′
ｒ

】
“

′
．ビ
¨
】
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測定後の演算

●測定後、IS O(フ イルム感度)を 変換す

ることにより測定値の演算ができます。

●測定後、タイム変換することによりF

値の演算ができます。

ムービーカメラの場合の測定

ムービーコマ数は、アップ・ダウンキ

ー⑥の▲側を押すと、タイム%0。のあと

にコマ数が表示されます。

設定されているコマ数は、

8、 16、 18、 24、 32、 64、 128です。

(コ マ数はシヤッター開角度180° の値が

表示されています。)

測光スイッチ④を押す と、そのときの

明るさが表示されます。

照度 (ルクス)の測定

r]色平板⑩を使用して簡易照度計として、

できます。

:S° イung

口
i5J・ 」F5un

,lT:ち∵:t∵ :11162232456490

c       iS° lun」

口
『 _・ _F暉

l EV測 定モードでIS0 100に セットしま

す。

2白色｀
「 板と測定面 と平行にして測光ス

イッチ④を押します。

3測光表示された値で簡易対比表よりお

読みとりください。

!S° ′]θ

□■・

■
■
■
■

計算で求める場合  照度(LX)=34× 2EV

(例 )図 の値では 9ゴ: =EV9 5

11度 (LX)=34× 295=34× 724■ 2400LXと なります。

お買い 11げ いただヽヽたSEKONIC DIGI LITE F L 328は 多くの電子音ド品
ぞ構成された精密電子機器ですので、 ド記の点にご注意 ください。
a・ 落 ド、 または急激 な衝撃は絶対にさけて ください。
b・ 極度の高温、多湿な場所には保管 しないで ください。
c。 光球、自色平板は傷がつかないように、 また常に清潔 に保つように

して く′ごさい。
d・ 余分な電池の消耗を避 けるため、使用時以外は、で きるだけ電源

スイッチをOFFに して ください。
e。 この露出計の使用温度範囲は、0℃ ～+40℃ です。
f・ 保管温度範囲は -20℃ ～+60℃ です。
万一故障がおきました ときには、最寄の営業所、 またはサービス・セン

ターにお持 ちください。
お近 くに、営業所 またはサービス・センターがな く郵送 される場合には

厚 さ 3 cmtt llの衝撃 よけパ ッキングに包んでか ら、段ボールなどで梱包
して ください。

■
■
■
■
■

ポFヽ■響 ― | 0 | 2 3 4 5 6 7 8

17

2 4 19

～

9 10 17

14000 ||1000

2400 19600 78800 157000 315000 630000 126000(

Π
Ｕ

一
¨

ロ

lS°
lJiθ

_Fリ

Ｃ
一
月
に

口

　

　

】
早

―
―
覇
¨

概略の照度を測定することが
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☆弊社 の製品 には一定の期 間内無料修理 をお引受 けす る保証書 が添付 さ

れてお りますの で、記載事項 をお確 かめの うえ販 売店 よ りお受取 りくだ

さい。 なお保証 書の再発行 は致 しませ んの で、取扱説明書 と併せ て大切

に保 管 して くだ さい。

●無 料 保 障 期 間 な どにつ い て

①無料保障期間はお買 Lげ Hよ りlヵ

年 間 で ご ざ い ます。

② 保 証 洋にお 買 }1げ ‖お よび販 売 ri名

の な い もの は保 証 の 対 象 に な りませ

ん の で 、 必 ず お確 か め くだ さい。

③ 無 料 保 ,証:期 間 内で もイ∫料修 理 とな る

場 合 もご ざ い ます ので 、 保 証 古 の 記

載 `ド貞をお確 か め くだ さ tヽ 。

④ 保 i証期 間経 過 後 の修 理 はイ∫料 とな り

ます。 また、運 賃 諸掛 りはお 客様 に

ご負lH願 い ます。

●補 多゙用性能 部 il:ヽ の保 イ∫期 間などにつ いて

① 補修 用性 能 部 品 は 5年間 を ‖安 に保

イ「 してお ります 。 したが っ て、 本期

間 中 は原 則 と して1,IPを お受 け い た

し ます。 なお故 障 筒所 に よ りま して

は期 間 が過 ぎて も修 理 可 能 の場 合 も

あ ります の で サ ー ビ スセ ン ター にお

問 合 せ くだ さい。

②修理 口I能期間はご使用の状態や環境、
お手人の状態などによって異なる場

合があ りますので、現品をご持参の

うえお買 11げ店 またはサービスセン

ターにご相 ,:炎 ください。

③修■ll,「 能期間内で も浸冠水、強度の

シヨツク、その他損傷のいちじるし

いもので、修理後の機能維持 に問題

が残 る と思 わ れ ます もの につ きまして

は1蓼 理 不 口「 力旨とな る場 合 が あ ります。

●修 理 ご依 頼 時 にお け る留 意 事項

①

“

多製 品 につ き ま して は、故 障 内容 を、

また ご指 定 の修 ■ 箇所 が あ ります場

合 には、 その指 定 箇所 をで きるだ け

具体 的 にお 申 し出 くだ さい。

ご指 定 の な い場 合 に は、 各部 点 検 を

は じめ :if!質 的 、 性 能 的 に必 要 と認 め

られ るす べ ての ところ を検 査・ 調 整

・ 1蓼 FFす る こ とに な り、 1蓼
'1オ

斗金 力
'

加 算 され る場 合 が あ ります ので ご留

意 くだ さい。

②中蓼理をご依frlさ れたものの中には、
単 に電 池 を交換 す るだ けで 1「 常 に作

重力す る「故 ド申して tヽ な tヽ もの」 が 見

受けられます。電池の容量低 ド、①

Oの逆、定格違いなどについて、よ

くお確 め くださぃ。

●転居の場合の手続 きについて

①転居で販売店にご依頼しにくぃ場合
は、 it寄 りのサ ー ビ スセ ン ター に ご

相 談 くだ さ い。

● t・
‐HH合せ 先 につ い て

本製 占71の保 証 、修 理 、 使 い 方 な どの お

問 合 せ は、 最 寄 りのサ ー ビ スセ ン ター

を ご利 用 くだ さ い。|
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測定方式●入射光式、反射光式兼用

●ストロボ光および定常光用デジタル露出計

測定範囲●ストロボ光=Fl.4～ 90ド・:・t(IS0100)
●定常光=EV(― )1～ EV19 J・

1・L(IS0100)

くり返 し精度●±0 1EV
受光部●入射光……光球、 F]色平板

●反射光……光角度板 (受 光角54° )

ビューフアインダー 5° L328VF別 売

●受光部レI転式 270°

●受光素子…シリコンフォトダイオード

校正定数●C=340 K=12.5
液品表示

減1定 モー ド表示●■ …………ストロボ光、コー ドレス測定

●■ c… ……ストロボ光、コー ド接続漑1定

●表示なし…定常光測定
C…定常光でムービーコマ数表示
EV EVモ ー ド表示

H盛の表示●ISO… …3～ 8000(%SVス テップ)

(各 数値の表示)● TIME… ストロボ光 1～ %。秒(lTVス テップ)

定常光 30分 ～%。。秒(lTVス テップ)

ムービー日盛 8・ 16・ 18・ 24。 32・ 64。 128コ マ

●F値……定常光 10～ 90+0 9AV(0.lAVス テップ)

ドット表示 1～ 90ま で0.5AVス テッフ
゜

ストロボ光 14～ 90+0 9AV(0 1AVス テッフ
゜
)

ドツト表/Jミ 14～ 90ま で0 5AVス テッフ
゜

●EV… …… -6～ 259(0 1EVス テップ)

その他の表示●測定範囲外 E.u(ア ンダー)E。 (ォ ーバー)

●バ ッテリーチェック b.c= _～ J｀
:t

使用電池●単Ⅲ乾電池 (15V)(」 IS:LR 6、 R6)1本
標準付属品●光球、ri色 平板、光角度板、ストラップ、電池

大きさ、重さ●121× 64× 23mm

約110g(電 池含まず)

※この使用説明書に記載の仕様 および外観は改良のため予告 な く変更す ることがあります。
■
■


